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１ グラフの２つの直線ℓ，ｍの交点の座標を求めなさい。

直線ℓは，ｙ軸と（０，４）で交わっているので切片は４。ま

た点（４，０）を通っているので，傾きは－１。

従って直線ℓの式はｙ＝－χ＋４。

， （ ， ） 。直線ｍは ｙ軸と ０ －３ で交わっているので切片は－３

また，点（１，－１）を通っているので，傾きは２。

従って，直線ｍの式はｙ＝２χ－３。

ｙ＝－χ＋４とｙ＝２χ－３を連立方程式として解き，χ，ｙ

を求める。

（ ）（ ）（ ）（ ），

２ 右図の長方形ＡＢＣＤにおいて，点ＰはＢを出発して ８㎝

辺上をＣを通りＤまで移動します。 Ａ Ｄ

ＡＤ＝８㎝，ＡＢ＝４㎝，Ｐの移動距離をχ㎝とし，

多角形ＡＢＰＤの面積をｙ㎠とするとき，次の問に答え ４

cmなさい。

（１）点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき，ｙをχの式で表しなさ ＣＢ Ｐい。 χ㎝

点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき，多角形ＡＢＰＤは台形となる。

１
よって ｙ＝（８＋χ）×４× となる。これを整理する。

２

ｙ＝ｙ＝ｙ＝ｙ＝２２２２χχχχ＋＋＋＋１６１６１６１６

（２）点Ｐが辺ＣＤ上を動くとき，ｙをχの式で表しなさい。また，このときのχの変域を求め

なさい。

多角形ＡＢＰＤは台形となる。下底をＡＢとすると上底はＰＤ。Ａ Ｄ

ＰＤの長さはＰが移動するに伴って変化する。Ｐ
ＰＤ＝ＢＣ＋ＣＤ－（Ｐの移動距離）で求められるので、これに当てはめ

ると，ＰＤ＝８＋４－χ でＰＤ＝１２－χ

これを整理する。Ｂ Ｃ

い。変域は，Ｐは辺ＣＤ上なので，８㎝以上移動していなければならな

また，ＢＣ＋ＣＤで１２㎝以下でなければならない。

ｙ＝－ｙ＝－ｙ＝－ｙ＝－４４４４χχχχ＋＋＋＋６４ ８６４ ８６４ ８６４ ８≦≦≦≦χχχχ≦≦≦≦１２１２１２１２式 変域
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３ 右図で ①は直線ｙ＝２χで ②は２点Ａ ０ ６ ｙ， ， （ ， ），

Ｂ（６，０）を通る直線です。①と②の交点をＰとする ② ①

とき，次の問に答えなさい。 Ａ

（１）交点Ｐの座標を求めなさい。

Ｐ②の直線の式を求める。

y軸との交点が（０，６）なので、切片は６。

（ ， ） ， ， 。Ｂ ６ ０ を通るので Ａ Ｂの関係から傾きは－１

よって，②の式は y＝－x＋６ となる。

χ① y＝２x と ② y＝－x＋６ を
Ｂ

連立方程式として解く。
Ｏ

Ｐ（Ｐ（Ｐ（Ｐ（ ２２２２，，，，４４４４ ））））

（２）△ＰＡＯの面積を求めなさい （１めもり １㎝）。

△ＰＡＯの底辺をＡＯとすると ＡＯ＝６

高さはＰからy軸に下ろした垂線の長さであり，Ｐのx座標と同じなので高さは２（ｃｍ）である。

１
よって 面積＝６×２×

２

６６６６㎠㎠㎠㎠


